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所
管
項
目

見込

実績

見込

実績

4-12 学校園建物の老朽化対策の実施

実
施
内
容

昭和４６年以前に建築された校舎について、建物の老朽化を判断するための基礎調査を平成２
５・２６年度に実施する。平成２９年度を目途に老朽化対策の事業を実施できるように、平成２
６年度より中長期的な整備計画の策定を行う。

目
標

・平成２５年度及び２６年度に昭和４６年以前に建築された校舎を対象として建物の老朽化を判断す
るための基礎調査を実施
・平成２６年度から中長期的な整備計画を策定
・平成２９年度から老朽化対策事業の本格実施
（平成28年度追記）
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年
度

・「学校施設老朽化対策先導事業」における老朽化対策工事の完了。
・昭和47年から56年に建築された校舎の老朽化基礎調査を完了。
・「（仮称）堺市学校施設総合整備計画」の策定継続。
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-
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評価基準 A:目標を上回って達成　B:目標を概ね達成　C:未達成
備
考

評
価

29
年
度

Ｃ

課題
「堺市公共施設等総合管理計画」に基づいて、「（仮称）堺市学校施設総
合整備計画」を策定する必要がある。

改善策
文部科学省が公表している「学校施設の長寿命化計画策定に係る解説書」
を参考に、平成30年度中に「（仮称）堺市学校施設総合整備計画」を策定
する。

・９月までに昭和４５

年～４６年に建築され

た校舎の老朽化調査

を完了 

・平成２５、２６年度の

老朽化調査を基礎と

した中長期老朽化対

策計画の策定 

・進行中の老朽化調

査の結果も反映しな

がら、先進事例として

優先度の高い校舎２

～３棟をモデル事業

（工事費用、工期、工

事施工時の学校運営

の検討）校に選定。 

・中長期老朽化対策

計画を策定（Ｈ26年

度より継続） 

・６月仮設校舎リース

入札（モデル事業校

用） 

・モデル事業実施校

の設計業務 

・モデル事業の実施

状況等を基にした計

画（工事費用・工期・

学校運営等）見直し

作業 

・６月仮設校舎リース

入札（Ｈ29年度工事

予定校） 

・２月まで老朽化対策

工事設計業務（Ｈ29

年度工事予定校） 

・３月までモデル事業

実施校の工事 

・モデル事業の実施

状況等を基にした計

画見直し作業（Ｈ28年

度より継続） 

・６月仮設校舎仮設校

舎リース入札（Ｈ30年

度工事予定校） 

・２月まで老朽化対策

工事設計業務（Ｈ30

年度工事予定校） 

・３月まで老朽化対策

工事 

・昭和４５～４６年以前
に建築された校舎の
老朽化調査完了 
・文科省公募の「学校
施設老朽化対策先導
事業」の採択を受けた
宮園小学校において、
既存校舎の長寿命化
改修を目指す「基本
計画」を策定 

・「学校施設老朽化対策

先導事業」において策

定した「基本計画」を基

に基本設計・実施設計

を実施（H28年5月まで） 

・「学校施設老朽化対策先導

事業」における老朽化対策工

事の実施（H30年3月まで） 

「（仮称）堺市学校施設総合整備計画」の作

成・報告（5月～Ｈ29年度内） 

・昭和47年～56年に建

築された校舎の老朽

化調査を実施 

・昭和47年～56年に

建築された校舎の老

朽化調査を実施 


